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園児達は稲刈りの難しさを感じながら収穫した米

を味わう日を楽しみにしていました。 

社中央第一・第二子ども園の年長児 34人は、

市内の農家が営む水田で自分たちで植えた「は

なえちぜん」を鎌で刈り取りました。 

この夏は猛暑で生育が心配されましたが、農家

が水やりの回数を増やし、稲は順調にたわわに

実りました。 

園児達はまた刈り取った稲をハの字に組んで天日干しにするハサ掛けも体験しまし

た。園児たちは来月に千歯機で脱穀をした後、新米をおにぎりで味わうということで

す。 


